
(57)【要約】

【課題】寿命を向上、および、コスト削減でき得るシー

ル装置を提供する。

【解決手段】シール装置１４は、回転軸８２と当該回転

軸８２の周囲に配置されたハウジング８０との隙間に配

され、当該隙間に設けられた高圧の高圧室８４をシール

する。このシール装置１４は、弾性材料からなる本体部

材３０と、剛性材料からなる補強部材４０と、を備えて

いる。本体部材３０は、回転軸８２に沿って高圧室側に

延びて高圧室８４の内圧を受ける部材であって、高圧室

の内圧変化に応じて回転軸８２との接触圧を変化させる

部材を有する。補強部材４０は、その一部が本体部材３

０の内部に埋め込まれており、当該本体部材３０を補強

するとともに、高圧室側に配された軸受１２に当接して

当該軸受１２に予圧を付加する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 軸 と 当 該 回 転 軸 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 体 と の 隙 間 に 配 さ れ 、 当 該 隙 間 に 設 け ら れ
た 高 圧 の 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 と 、
　 剛 性 材 料 か ら な り 、 そ の 一 部 が 本 体 部 材 の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て 当 該 本 体 部 材 を 補 強 す る
と と も に 、 密 封 対 象 空 間 に 配 さ れ た 軸 受 を 押 圧 し て 当 該 軸 受 に 予 圧 を 付 加 す る 補 強 部 材 と
、
　 を 備 え 、
　 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 に 沿 っ て 密 封 対 象 空 間 側 に 延 び る 部 材 で あ っ て 、 密 封 対 象 空 間 の 内
圧 を 受 け る こ と に よ り 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 変 化 に 応 じ た 接 触 圧 で 回 転 軸 に 接 触 す る 接 触 部
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 密 封 対 象 空 間 側 に 開 口 す る 略 コ 字 形 状 で あ る
こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 接 触 部 は 、 回 転 軸 に 近 づ く ほ ど 、 回 転 軸 方 向 の 幅 が 小 さ く な る 形 状 で あ っ て 、 回 転 軸 に
ほ ぼ 線 状 に 接 触 す る 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 接 触 部 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 回 転 軸 と の 接 触 点 を 頂 点 と す る 略 三 角 形 状 で あ
る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 補 強 部 材 は 、 回 転 軸 方 向 、 密 封 対 象 空 間 側 に 延 び て 軸 受 を 押 圧 す る 押 圧 部 を 備 え て お り
、
　 当 該 押 圧 部 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 弧 状 に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 補 強 部 材 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 略 コ 字 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 補 強 部 材 は 、 低 摩 擦 材 料 を 介 し て 軸 受 に 当 接 す る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 弾 性 部 材 は 、 そ の 端 面 か ら 回 転 軸 ８ ２ 近 傍 ま で 傾 斜 し な が ら 延 び て 、 密 着 部 近 傍 へ の 異
物 流 入 を 防 止 す る 舌 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 密 着 部 と 舌 部 と の 間 に 潤 滑 剤 が 封 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 回 転 軸 と 当 該 回 転 軸 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 体 と の 隙 間 に 配 さ れ 、 当 該 隙 間 に 設 け ら れ
た 高 圧 の 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る と と も に 、 回 転 軸 を 回 転 可 能 に 支 持 す る 軸 受 装 置 で あ
っ て 、
　 密 封 対 象 空 間 に 配 さ れ て 、 回 転 軸 を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 と 、
　 軸 受 に 隣 接 し て 設 け ら れ 、 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 と 、
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　 を 備 え 、 シ ー ル 装 置 は 、
　 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 と 、
　 剛 性 材 料 か ら な り 、 そ の 一 部 が 本 体 部 材 の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て 当 該 本 体 部 材 を 補 強 す る
と と も に 、 軸 受 の 一 部 を 押 圧 し て 当 該 軸 受 に 予 圧 を 付 加 す る 補 強 部 材 と 、
　 を 含 み 、
　 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 に 沿 っ て 密 封 対 象 空 間 側 に 延 び る 部 材 で あ っ て 、 密 封 対 象 空 間 の 内
圧 を 受 け る こ と に よ り 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 変 化 に 応 じ た 接 触 圧 で 回 転 軸 に 接 触 す る 接 触 部
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 軸 受 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 回 転 軸 と 当 該 回 転 軸 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 体 と の 隙 間 に 配 さ れ 、 当 該 隙 間
に 設 け ら れ た 高 圧 の 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 お よ び シ ー ル 装 置 を 備 え た 軸 受
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 様 々 な 機 器 に お い て 、 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 が 用 い ら れ て い
る 。 例 え ば 、 高 圧 ポ ン プ で は 、 高 圧 流 体 が 封 入 さ れ た 高 圧 室 を 密 封 す る べ く 、 回 転 軸 と ハ
ウ ジ ン グ と の 間 に シ ー ル 装 置 を 配 し 、 高 圧 流 体 の 流 出 を 防 止 し て い る 。 か か る シ ー ル 装 置
の 中 に は 、 ゴ ム な ど 弾 性 部 材 の 弾 性 力 に よ り シ ー ル を 図 る も の も 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ベ ア リ ン グ に 固 定 さ れ る 場 合 に 特 に 好 適 な 密 封 装 置 が 開 示 さ
れ て い る 。 こ れ は 、 軸 方 向 に 延 び る 軸 方 向 部 と 当 該 軸 方 向 部 の 一 端 か ら 径 方 向 に 延 び る 径
方 向 部 と を 備 え た 補 強 環 と 、 当 該 補 強 環 の 周 囲 を 覆 う ゴ ム 状 弾 性 体 と 、 を 備 え て い る 。 こ
の ゴ ム 状 弾 性 体 が 回 転 軸 と 接 触 す る こ と に よ り 密 封 機 能 が 発 揮 さ れ る 。 ま た 、 補 強 環 の 径
方 向 部 が ベ ア リ ン グ に 突 き 当 た る こ と に よ り 、 密 封 装 置 の 安 定 し た 固 定 が 可 能 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 背 圧 型 ス ク ロ ー ル 圧 縮 機 の 高 圧 室 を シ ー ル す る シ ー ル 部 材 が 開
示 さ れ て い る 。 こ の シ ー ル 部 材 は 、 高 圧 室 と 低 圧 室 と の 間 に 配 さ れ て い る 。 そ し て 、 高 圧
室 に 高 圧 冷 媒 ガ ス が 封 入 さ れ る と 、 当 該 高 圧 冷 媒 ガ ス か ら の 圧 力 を 受 け て 、 高 圧 室 と 低 圧
室 と の 隙 間 を よ り 確 実 に シ ー ル す る べ く 、 シ ー ル 部 材 が 位 置 変 動 お よ び 形 状 変 形 す る よ う
に な っ て い る 。 換 言 す れ ば 、 密 封 対 象 空 間 の 圧 力 に 応 じ て シ ー ル 部 材 と 他 部 材 と の 接 触 圧
を 変 化 で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ １ ０ ２ ９ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ５ ４ ５ ８ ３ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ で は 、 シ ー ル 部 材 が 旋 回 部 材 （ 旋 回 ス ク ロ ー ル ） に 大 面
積 で 接 触 す る 構 成 と な っ て い る 。 大 面 積 で 接 触 す る 場 合 、 シ ー ル 部 材 に か か る 負 荷 が 大 き
く な り 、 結 果 と し て 、 シ ー ル 部 材 の 寿 命 を 縮 め る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ に
記 載 の 密 封 装 置 で は 、 弾 性 体 に 形 成 さ れ た 環 状 凹 部 に 嵌 め 込 ま れ た ス プ リ ン グ 環 に よ り 、
弾 性 体 と 回 転 軸 と の 接 触 圧 を 調 整 し て い る 。 そ の た め 、 十 分 な シ ー ル 性 能 を 得 ら れ る が 、
一 方 で 、 弾 性 体 に 常 に 高 い 接 触 圧 が か か り 、 弾 性 体 の 寿 命 を 縮 め る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 回 転 軸 を 支 持 す る 軸 受 は 、 耐 久 性 の 向 上 等 を 図 る た め に 、 予 め あ る 程 度 の 荷 重
、 い わ ゆ る 、 予 圧 を 与 え る こ と が 望 ま し い 。 し か し 、 特 許 文 献 １ ， ２ の い ず れ に お い て も
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、 こ の 予 圧 を 考 慮 し た 記 載 は な い 。 そ の た め 、 軸 受 に 予 圧 を 付 加 す る 場 合 は 、 新 た に 別 部
材 を 設 け る 必 要 が あ り 、 部 品 点 数 の 増 加 、 ひ い て は 、 コ ス ト 増 加 を 招 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 寿 命 を 向 上 、 お よ び 、 コ ス ト 削 減 が で き 得 る シ ー ル 装 置 お よ び 軸
受 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の シ ー ル 装 置 は 、 回 転 軸 と 当 該 回 転 軸 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 体 と の 隙 間 に 配 さ
れ 、 当 該 隙 間 に 設 け ら れ た 高 圧 の 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 で あ っ て 、 弾 性 材
料 か ら な る 本 体 部 材 と 、 剛 性 材 料 か ら な り 、 そ の 一 部 が 本 体 部 材 の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て 当
該 本 体 部 材 を 補 強 す る と と も に 、 密 封 対 象 空 間 に 配 さ れ た 軸 受 を 押 圧 し て 当 該 軸 受 に 予 圧
を 付 加 す る 補 強 部 材 と 、 を 備 え 、 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 に 沿 っ て 密 封 対 象 空 間 側 に 延 び る 部
材 で あ っ て 、 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 を 受 け る こ と に よ り 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 変 化 に 応 じ た 接
触 圧 で 回 転 軸 に 接 触 す る 接 触 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 適 な 態 様 で は 、 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 密 封 対 象 空 間 側 に 開 口 す る
略 コ 字 形 状 で あ る 。 他 の 好 適 な 態 様 で は 、 接 触 部 は 、 回 転 軸 に 近 づ く ほ ど 、 回 転 軸 方 向 の
幅 が 小 さ く な る 形 状 で あ っ て 、 回 転 軸 に ほ ぼ 線 状 に 接 触 す る 形 状 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は
、 接 触 部 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 回 転 軸 と の 接 触 点 を 頂 点 と す る 略 三 角 形 状 で あ
る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 他 の 好 適 な 形 態 で は 、 補 強 部 材 は 、 回 転 軸 方 向 、 密 封 対 象 空 間 側 に 延 び て 軸 受 を 押 圧 す
る 押 圧 部 を 備 え て お り 、 当 該 押 圧 部 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 弧 状 に 湾 曲 し て い る 。
補 強 部 材 は 、 回 転 軸 径 方 向 の 断 面 形 状 が 、 略 コ 字 形 状 で あ る こ と が 望 ま し い 。 他 の 好 適 な
形 態 で は 、 補 強 部 材 は 、 低 摩 擦 材 料 を 介 し て 軸 受 に 当 接 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 他 の 好 適 な 形 態 で は 、 弾 性 部 材 は 、 そ の 端 面 か ら 回 転 軸 ８ ２ 近 傍 ま で 傾 斜 し な が ら 延 び
て 、 密 着 部 近 傍 へ の 異 物 流 入 を 防 止 す る 舌 部 を 有 す る 。 こ の 場 合 、 密 着 部 と 舌 部 と の 間 に
潤 滑 剤 が 封 入 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 他 の 本 発 明 で あ る 軸 受 装 置 は 、 回 転 軸 と 当 該 回 転 軸 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 固 定 体 と の 隙 間
に 配 さ れ 、 当 該 隙 間 に 設 け ら れ た 高 圧 の 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る と と も に 、 回 転 軸 を 回
転 可 能 に 支 持 す る 軸 受 装 置 で あ っ て 、 密 封 対 象 空 間 に 配 さ れ て 、 回 転 軸 を 回 転 自 在 に 支 持
す る 軸 受 と 、 軸 受 に 隣 接 し て 設 け ら れ 、 密 封 対 象 空 間 を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 と 、 を 備 え
、 シ ー ル 装 置 は 、 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 と 、 剛 性 材 料 か ら な り 、 そ の 一 部 が 本 体 部 材
の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て 当 該 本 体 部 材 を 補 強 す る と と も に 、 軸 受 の 一 部 を 押 圧 し て 当 該 軸 受
に 予 圧 を 付 加 す る 補 強 部 材 と 、 を 含 み 、 本 体 部 材 は 、 回 転 軸 に 沿 っ て 密 封 対 象 空 間 側 に 延
び る 部 材 で あ っ て 、 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 を 受 け る こ と に よ り 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 変 化 に 応
じ た 接 触 圧 で 回 転 軸 に 接 触 す る 接 触 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 密 封 対 象 空 間 の 内 圧 に 応 じ た 接 触 圧 を 得 ら れ る た め 、 シ ー ル 装 置 の 寿
命 向 上 を 図 れ る 。 ま た 、 シ ー ル 装 置 に よ っ て 、 軸 受 に 予 圧 を 与 え る こ と が で き る た め 、 予
圧 付 加 の た め の 専 用 部 材 を 廃 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 寿 命 向 上
お よ び コ ス ト 削 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態
で あ る シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ の 使 用 形 態 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ は 、 シ ー ル ベ
ア リ ン グ １ ０ の シ ー ル 装 置 １ ４ の 拡 大 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ は
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、 高 圧 ポ ン プ の 回 転 軸 ８ ２ に 装 着 さ れ て い る 。 高 圧 ポ ン プ は 、 周 知 の 通 り 、 高 圧 室 ８ ４ と
呼 ば れ る 密 封 空 間 の 圧 力 を 変 化 さ せ 、 こ の 高 圧 室 ８ ４ の 圧 力 と 大 気 圧 と の 圧 力 差 を 利 用 し
て 流 体 の 圧 入 、 吐 出 を 行 う 。 こ の 高 圧 室 ８ ４ を 密 封 す る と と も に 、 高 圧 室 ８ ４ に 挿 通 さ れ
た 回 転 軸 ８ ２ を 回 転 自 在 に 支 持 す る た め に シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ が 用 い ら れ て い る 。 図 １
に お い て 、 シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ の 左 側 空 間 が 高 圧 室 ８ ４ に 、 シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ の 右
側 空 間 が 外 部 空 間 ８ ６ に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ は 、 回 転 軸 ８ ２ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 軸 受 １ ２ と 、 当 該 軸 受 １ ２
に 近 接 し て 高 圧 室 ８ ４ を シ ー ル す る シ ー ル 装 置 １ ４ と 、 に 大 別 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い
て 、 軸 受 １ ２ は 、 従 来 の ラ ジ ア ル 軸 受 と 同 様 の 構 成 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 軸 受 １ ２ は
、 回 転 軸 ８ ２ に 固 着 さ れ て 回 転 軸 ８ ２ と 共 に 回 転 す る 回 転 レ ー ス ２ ０ と 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０
に 固 着 さ れ て 静 止 す る 固 定 レ ー ス ２ ２ と 、 両 レ ー ス ２ ０ ， ２ ２ の 間 に 配 さ れ て 回 転 レ ー ス
２ ０ の 回 転 に 伴 っ て 回 転 す る 複 数 の 玉 ２ ４ と 、 を 備 え て い る 。 こ の 軸 受 １ ２ は 、 止 め 軸 輪
２ ６ 等 で 所 定 位 置 に 位 置 決 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 シ ー ル 装 置 １ ４ は 、 軸 受 １ ２ の 外 部 空 間 ８ ６ 側 （ 図 １ に お い て 右 側 ） に 隣 接 し て 設 け ら
れ て い る 。 こ の シ ー ル 装 置 １ ４ は 、 回 転 軸 ８ ２ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と の 隙 間 に 配 さ れ る 環 状
体 で 、 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 ３ ０ と 当 該 本 体 部 材 ３ ０ を 補 強 す る 補 強 部 材 ４ ０ と を 備
え て い る 。 本 体 部 材 ３ ０ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 か ら な る 環 状 部 材 で 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０ お よ
び 回 転 軸 ８ ２ と 密 着 し て シ ー ル 機 能 を 発 揮 す る シ ー ル 装 置 １ ４ の 本 体 で あ る 。 こ の 本 体 部
材 ３ ０ の 径 方 向 断 面 は 、 高 圧 空 間 側 （ 図 １ ， 図 ２ に お け る 左 側 ） に 開 口 し た 略 コ 字 形 状 と
な っ て い る 。 す な わ ち 、 本 体 部 材 ３ ０ は 、 軸 方 向 に 延 び て ハ ウ ジ ン グ 内 面 ８ ０ ａ と 密 着 す
る 外 周 部 ３ ２ と 、 外 周 部 ３ ２ の 外 部 空 間 側 端 部 か ら 径 方 向 内 周 側 に 延 び る 側 面 部 ３ ４ と 、
側 面 部 ３ ４ の 端 部 か ら 軸 方 向 高 圧 室 側 に 延 び て 回 転 軸 ８ ２ に 接 触 す る 内 周 部 ３ ６ と 、 を 備
え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 外 周 部 ３ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 面 ８ ０ ａ に 大 接 触 面 積 で 接 触 で き る よ う 、 ハ ウ ジ ン グ 内 面
８ ０ ａ に 応 じ た 形 状 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 ハ ウ ジ ン グ 内 面 ８ ０ ａ が 滑 ら か な 円 状 面 で
あ る 場 合 に は 、 外 周 部 ３ ２ も 滑 ら か な 円 状 面 と な る 。 こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ 内 面 ８ ０ ａ
と 外 周 部 ３ ２ と の 接 触 面 積 を 大 き く す る こ と が で き 、 両 者 間 の 密 着 度 を よ り 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 方 、 内 周 部 ３ ６ は 、 回 転 軸 ８ ２ に 対 し て ほ ぼ 線 状 に 接 触 で き る よ う に 、 回 転 軸 ８ ２ に
近 づ く ほ ど そ の 軸 方 向 幅 が 小 さ く な る 形 状 と な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 内 周 部 ３ ６ の 径 方
向 断 面 は 、 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 点 ５ ０ を 頂 点 と す る 略 三 角 形 状 と な っ て い る 。 こ れ に よ り
回 転 軸 ８ ２ と 内 周 部 ３ ６ と の 接 触 面 積 を 必 要 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 内 周 部 ３ ６ が 回
転 軸 ８ ２ の 回 転 を 阻 害 す る こ と を 防 止 で き る 。 す な わ ち 、 高 速 で 回 転 す る 回 転 軸 ８ ２ に 対
し て 、 シ ー ル 装 置 １ ４ は 常 時 停 止 し て い る 。 こ の シ ー ル 装 置 １ ４ の 一 部 で あ る 内 周 部 ３ ６
が 高 い 接 触 圧 で 回 転 軸 ８ ２ に 接 触 す る と 、 回 転 軸 ８ ２ の 回 転 を 阻 害 し 、 高 圧 ポ ン プ の 駆 動
効 率 低 下 の 一 因 と な る 。 ま た 、 高 い 接 触 圧 で 回 転 軸 ８ ２ に 接 触 す る と 、 内 周 部 ３ ６ の 磨 耗
も 激 し く な り 、 シ ー ル 装 置 １ ４ 全 体 の 寿 命 を 低 下 さ せ る 。 そ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 内
周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 面 積 が 必 要 最 低 限 に な る べ く 、 内 周 部 ３ ６ を 回 転 軸 ８ ２ に
近 づ く ほ ど そ の 軸 方 向 幅 が 小 さ く な る 形 状 と し て い る 。 た だ し 、 高 い シ ー ル 性 が 要 求 さ れ
る 場 合 、 換 言 す れ ば 、 高 圧 室 ８ ４ と 外 部 空 間 ８ ６ と の 内 圧 差 が 大 き い 場 合 は 、 内 周 部 ３ ６
は あ る 程 度 の 面 積 で 回 転 軸 ８ ２ に 接 触 し 、 高 い 接 触 圧 を 得 る 必 要 が あ る 。 本 実 施 形 態 で は
、 後 に 詳 説 す る が 、 こ の 場 合 、 内 周 部 ３ ６ は 高 圧 室 ８ ４ か ら の 圧 力 を 受 け て 回 転 軸 ８ ２ 方
向 に 押 圧 さ れ 、 そ の 接 触 面 積 を 広 げ る こ と が 出 来 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 体 部 材 ３ ０ に は 、 さ ら に 、 内 周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 点 ５ ０ 近 傍 へ の 異 物 流 入
を 防 止 す る た め の 舌 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 舌 部 ３ ８ は 、 本 体 部 材 ３ ０ の 外 部 空 間
側 端 面 か ら 回 転 軸 ８ ２ 近 傍 ま で 傾 斜 し な が ら 延 び る 部 材 で あ る 。 こ の 舌 部 ３ ８ に よ っ て 、
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外 部 空 間 ８ ６ に あ る 異 物 （ 例 え ば 、 ゴ ミ や 水 な ど ） が 堰 き 止 め ら れ る 。 ま た 、 こ の 舌 部 ３
８ は 、 内 周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 点 ５ ０ 近 傍 に 注 入 さ れ る 潤 滑 剤 ５ ２ の 流 出 を 防 止
す る 役 割 も 果 た す 。 既 述 し た よ う に 、 回 転 す る 回 転 軸 ８ ２ と 接 触 す る 内 周 部 ３ ６ は 磨 耗 が
生 じ や す い 。 こ の 両 者 の 摩 擦 を 低 減 し て 磨 耗 を 低 減 す る た め に 、 内 周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２
と の 接 触 点 ５ ０ 近 傍 に は 、 グ リ ー ス 等 の 潤 滑 剤 ５ ２ が 注 入 さ れ る 。 回 転 軸 ８ ２ 近 傍 ま で 延
び る 舌 部 ３ ８ が あ る こ と に よ り 、 こ の 潤 滑 剤 ５ ２ は 、 回 転 軸 ８ ２ 、 内 周 部 ３ ６ 、 お よ び 、
舌 部 ３ ８ で 形 成 さ れ る 空 間 内 に 長 期 間 、 留 ま る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 補 強 部 材 ４ ０ に つ い て 説 明 す る 。 補 強 部 材 ４ ０ は 、 金 属 等 の 剛 性 材 料 か ら な る 。
こ の 補 強 部 材 ４ ０ は 、 本 体 部 材 ３ ０ に 、 そ の 一 部 が 埋 め 込 ま れ て お り 、 当 該 本 体 部 材 ３ ０
を 補 強 す る 環 状 部 材 で あ る 。 こ の 補 強 部 材 ４ ０ も 、 本 体 部 材 ３ ０ と 同 様 に 、 そ の 径 方 向 断
面 が 高 圧 室 ８ ４ 側 に 開 口 し た 略 コ 字 形 状 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 軸 方 向 に 延 び る 上 辺 部
４ ２ と 下 辺 部 ４ ６ 、 お よ び 、 上 辺 部 ４ ２ と 下 辺 部 ４ ６ を 接 続 す る 側 辺 部 ４ ４ を 備 え て い る
。 こ の 補 強 部 材 ４ ０ は 、 基 本 的 に は 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 部 に 埋 め 込 ま れ て お り 、 ハ ウ ジ ン
グ 内 面 ８ ０ ａ お よ び 回 転 軸 ８ ２ に 直 接 、 接 触 で き な い よ う に な っ て い る 。 こ れ は 、 当 接 対
象 物 の 形 状 に 応 じ て 微 小 変 形 可 能 な 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 ３ ０ の み が ハ ウ ジ ン グ 内 面
８ ０ ａ お よ び 回 転 軸 ８ ２ に 接 触 し て 高 い シ ー ル 性 能 を 発 揮 で き る よ う に す る た め で あ る 。
た だ し 、 補 強 部 材 ４ ０ の う ち 、 側 辺 部 ４ ４ お よ び 下 辺 部 ４ ６ の 高 圧 室 側 端 面 ４ ６ ａ は 、 本
体 部 材 ３ ０ か ら 露 出 し て 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０ や 軸 受 １ ２ の 一 部 に 直 接 、 接 触 で き る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 補 強 部 材 ４ ０ の 側 辺 部 ４ ４ の 端 面 は 、 本 体 部 材 ３ ０ の 側 面 部 ３ ４ か ら 露 出
し て お り 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０ の 段 差 部 側 面 ８ ０ ｂ に 直 接 接 触 し て い る 。 こ の 接 触 に よ り 、 シ
ー ル 装 置 １ ４ の 軸 方 向 の 位 置 決 め が な さ れ る 。 す な わ ち 、 剛 性 体 で あ る 側 辺 部 ４ ４ が 、 同
じ く 剛 性 体 で あ る ハ ウ ジ ン グ ８ ０ に 当 接 す る 位 置 が シ ー ル 装 置 １ ４ の 配 置 位 置 に な る の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 補 強 部 材 ４ ０ の 下 辺 部 ４ ６ の 高 圧 室 側 端 面 ４ ６ ａ も 、 本 体 部 材 ３ ０ か ら 露 出 し 、
軸 受 １ ２ の 回 転 レ ー ス ２ ０ の 端 面 に 当 接 し て い る 。 こ の よ う に 補 強 部 材 ４ ０ の 一 部 を 軸 受
１ ２ に 当 接 さ せ る の は 、 軸 受 １ ２ に 対 し て 予 圧 を 付 加 す る た め で あ る 。 周 知 の 通 り 、 剛 性
向 上 や 振 動 防 止 等 の 目 的 で 、 軸 受 に 予 め 荷 重 を 付 加 し て 、 軸 受 内 部 の 隙 間 を 負 の 状 態 に し
て 用 い る こ と が あ る 。 こ の 予 め 付 加 さ れ る 荷 重 、 す な わ ち 、 予 圧 を 付 加 す る た め に 、 従 来
は 、 バ ネ や シ ム 、 ス ペ ー サ ー 等 の 予 圧 付 加 の た め の 専 用 部 品 を 設 け て い た 。 本 実 施 形 態 で
は 、 か か る 専 用 部 品 を 廃 す る た め に 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 一 部 で あ る 補 強 部 材 ４ ０ の 下 辺 部
４ ６ で 軸 受 １ ２ の 一 部 を 押 圧 し 、 予 圧 を 付 加 し て い る 。 こ れ に よ り 部 品 点 数 を 削 減 で き 、
装 置 全 体 の コ ス ト を 低 減 で き る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 予 圧 を 適 切 に 付 加 す る た め
に 、 下 辺 部 ４ ６ の 径 方 向 断 面 を 、 無 負 荷 状 態 で は 、 弧 状 に 湾 曲 す る 形 状 と し て い る 。 弧 状
と す る こ と で 、 剛 性 材 料 か ら な る 下 辺 部 ４ ６ が 比 較 的 小 さ い 力 で 撓 む よ う に な り 、 下 辺 部
４ ６ が 軸 受 １ ２ の 回 転 レ ー ス ２ ０ を 押 圧 す る バ ネ と し て 機 能 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 既 述 し た よ う に 回 転 レ ー ス ２ ０ は 、 回 転 軸 ８ ２ の 回 転 に 伴 い 回 転 す る 。 こ の 回
転 す る 回 転 レ ー ス ２ ０ に 、 常 時 静 止 し て い る 補 強 部 材 ４ ０ が 当 接 す る と 、 摩 擦 に よ る 磨 耗
が 生 じ や す く な る 。 こ の 磨 耗 を 低 減 す る た め に 、 下 辺 部 ４ ６ は 低 摩 擦 材 料 を 介 し て 回 転 レ
ー ス ２ ０ に 当 接 す る こ と が 望 ま し い 。 具 体 的 に は 、 下 辺 部 ４ ６ と 回 転 レ ー ス ２ ０ と の 間 に
潤 滑 剤 を 塗 布 し た り 、 下 辺 部 ４ ６ の 端 面 、 す な わ ち 、 回 転 レ ー ス ２ ０ と の 当 接 面 を テ フ ロ
ン （ 登 録 商 標 ） 樹 脂 等 の 低 摩 擦 材 料 で 形 成 し た り す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 こ の シ ー ル 装 置 １ ４ サ イ ズ に つ い て 図 ３ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 無 負 荷 状 態
で の シ ー ル 装 置 １ ４ の 大 き さ を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ に か ら 明 ら か な よ う に 、 無 負 荷 状 態 に
お い て 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 軸 方 向 幅 Ｄ （ 舌 部 ３ ８ を 除 く ） は 、 軸 受 １ ２ の 側 端 面 か ら ハ ウ
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ジ ン グ 段 差 部 の 側 面 ま で の 距 離 ｄ よ り 若 干 大 き く な っ て い る 。 か か る サ イ ズ の シ ー ル 装 置
１ ４ を 弾 性 変 形 さ せ て 軸 受 １ ２ と ハ ウ ジ ン グ 段 差 部 と の 隙 間 に 配 す る こ と に よ り 、 シ ー ル
装 置 １ ４ 、 特 に 、 補 強 部 材 ４ ０ の 下 辺 部 ４ ６ に 弾 性 復 元 力 が 働 く 。 こ の 弾 性 復 元 力 に よ り
軸 受 １ ２ の 回 転 レ ー ス ２ ０ が 軸 方 向 に 押 圧 さ れ 、 予 圧 が 付 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 高 さ Ｈ は 、 回 転 軸 ８ ２ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と の 隙 間 高 さ ｈ よ り 僅
か に 大 き く な っ て い る 。 か か る サ イ ズ の シ ー ル 装 置 １ ４ 、 特 に 、 本 体 部 材 ３ ０ を 弾 性 変 形
さ せ て 当 該 隙 間 に 配 す る こ と に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と 本 体 部 材 ３ ０ と の 間 に 充 分 な 接 触
圧 が 働 き 、 高 い シ ー ル 性 能 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 無 負 荷 状 態 に お け る シ ー ル 装 置 １ ４ の 内 半 径 ｒ 、 す な わ ち 、 環 状 体 で あ る シ ー ル
装 置 １ ４ の 中 心 点 ｏ か ら 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ の 接 触 点 ５ ０ ま で の 距 離 は 、 回 転 軸
８ ２ の 半 径 と ほ ぼ 同 じ に な っ て い る 。 既 述 し た よ う に 、 内 周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触
圧 が 高 い 場 合 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 寿 命 低 下 や 回 転 軸 ８ ２ の 回 転 力 低 下 な ど を 招 く 。 そ こ で
、 無 付 加 状 態 に お け る シ ー ル 装 置 １ ４ の 内 半 径 ｒ は 、 回 転 軸 ８ ２ の 半 径 と ほ ぼ 同 じ と し 、
無 付 加 状 態 に お け る シ ー ル 装 置 １ ４ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 低 減 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 こ の シ ー ル ベ ア リ ン グ １ ０ の 作 用 、 特 に 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 作 用 に つ い て 図 ４ を
用 い て 説 明 す る 。 図 ４ （ Ａ ） は 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 が 比 較 的 小 さ い 場 合 の シ ー ル 装 置 １ ４ の
様 子 を 示 す 図 で あ り 、 図 ４ （ Ｂ ） は 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 が 大 き い 場 合 の シ ー ル 装 置 １ ４ の 様
子 を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ に お い て 、 矢 印 は 、 シ ー ル 装 置 １ ４ が 受 け る 圧 力 を 意 味 し
て い る 。 な お 、 図 ４ に お い て は 、 分 か り 易 さ の た め 軸 受 の 図 示 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 既 述 し た よ う に 、 高 圧 ポ ン プ は 高 圧 室 ８ ４ の 圧 力 を 調 整 す る こ と に よ り 流 体 の 圧 入 や 吐
出 を 行 う 。 し た が っ て 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 は 、 高 圧 ポ ン プ の 駆 動 に 応 じ て 大 き く 変 化 す る
。 換 言 す れ ば 、 高 圧 室 ８ ４ と 外 部 空 間 ８ ６ と の 内 圧 差 が 、 高 圧 ポ ン プ の 駆 動 に 応 じ て 大 き
く 変 化 す る こ と に な る 。 高 圧 室 ８ ４ と 外 部 空 間 ８ ６ と の 内 圧 差 が 変 化 す れ ば 、 高 圧 室 ８ ４
を シ ー ル す る た め に 必 要 な シ ー ル 装 置 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ お よ び 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧
力 も 変 化 す る 。 具 体 的 に は 、 高 圧 室 ８ ４ と 外 部 空 間 ８ ６ と の 内 圧 差 が 小 さ い 場 合 に は 、 シ
ー ル 装 置 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ お よ び 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 力 が 比 較 的 小 さ く て も 充 分 な
シ ー ル 性 能 を 発 揮 で き る 。 逆 に 、 内 圧 差 が 大 き い 場 合 に は 、 シ ー ル 装 置 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ
８ ０ お よ び 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 力 が 大 き く な け れ ば 、 充 分 な シ ー ル 性 能 を 発 揮 で き な い
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の う ち 、 シ ー ル 装 置 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と は 共 に 静 止 部 材 で あ る た め 、 常 時 、 高 い
接 触 圧 で 接 触 さ せ て も 問 題 は な い 。 し た が っ て 、 予 め 、 両 者 の 接 触 圧 が 高 く な る よ う に 、
シ ー ル 装 置 １ ４ の サ イ ズ や 材 質 を 考 慮 し て い れ ば よ い 。 一 方 、 回 転 軸 ８ ２ は 回 転 部 材 で あ
る た め 、 シ ー ル 装 置 １ ４ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 を 常 に 大 き く す る と 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の
磨 耗 が 激 し く な り 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 寿 命 を 大 幅 に 低 下 さ せ る 。 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は
、 シ ー ル 装 置 １ ４ 、 特 に 、 弾 性 材 料 か ら な る 本 体 部 材 ３ ０ を 高 圧 室 ８ ４ に 開 口 し た 略 コ 字
形 状 と し 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 に 応 じ て シ ー ル 装 置 １ ４ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 が 変 化 す る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 す な わ ち 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ の 上 面 は 、 高 圧 室 ８ ４ 内 に 露 出 し て お り 、 高 圧 室
８ ４ の 内 圧 に 応 じ た 圧 力 を 受 け る 。 し た が っ て 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 が 比 較 的 小 さ い 場 合 、
換 言 す れ ば 、 シ ー ル 装 置 と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 が 比 較 的 小 さ く て も よ い 場 合 （ 図 ４ （ Ａ
） ） 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ の 上 面 は 、 比 較 的 、 小 さ い 力 で 回 転 軸 ８ ２ へ と 押 圧 さ れ
る 。 そ の た め 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 も 比 較 的 小 さ く な る 。
そ の 結 果 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ に 生 じ る 磨 耗 を 最 小 限 に 留 め る こ と が で き 、 シ ー ル
装 置 １ ４ の 寿 命 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 が 大 き い 場 合 、 換 言 す れ ば 、 シ ー ル 装 置 １ ４ と 回 転 軸 ８ ２ と の
接 触 圧 が 大 き く な け れ ば な ら な い 場 合 は 、 本 体 部 材 ３ ０ の 内 周 部 ３ ６ の 上 面 は 、 高 圧 室 ８
４ の 高 い 内 圧 を 受 け て 、 大 き な 力 で 回 転 軸 ８ ２ へ と 押 圧 さ れ る 。 そ の た め 、 本 体 部 材 ３ ０
の 内 周 部 ３ ６ は 、 押 圧 に よ り 一 部 弾 性 変 形 し て 、 大 面 積 、 か つ 、 高 接 触 圧 で 回 転 軸 ８ ２ に
接 触 す る 。 こ の 結 果 、 十 分 な 接 触 圧 を 得 る こ と が で き る の で 、 高 圧 室 ８ ４ と 外 部 空 間 ８ ６
と の 内 圧 差 が 大 き く て も 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 部 の 高 圧 流 体 を 確 実 に シ ー ル す る こ と が で き る
。 な お 、 こ の と き 、 当 然 、 本 体 部 材 ３ ０ の 外 周 部 ３ ２ も 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 を 受 け て 、 ハ ウ
ジ ン グ 内 面 へ と 押 圧 さ れ る 。 そ の 結 果 、 シ ー ル 装 置 １ ４ と ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と の 接 触 圧 も 高
ま り 、 よ り 確 実 な シ ー ル が 図 れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 高 圧 室 ８ ４ の 内 圧 変 動 に 応 じ て
、 シ ー ル 装 置 １ ４ と 回 転 軸 ８ ２ と の 接 触 圧 が 変 化 し 、 常 に 適 切 な 接 触 圧 で 高 圧 室 ８ ４ を シ
ー ル で き る 。 そ の 結 果 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 寿 命 を 向 上 さ せ つ つ 、 高 い シ ー ル 性 能 を 発 揮 が
で き る 。 ま た 、 シ ー ル 装 置 １ ４ で 、 軸 受 １ ２ に 予 圧 を 付 加 で き る た め 、 予 圧 付 加 の た め の
専 用 部 品 が 不 要 と な り 、 結 果 と し て コ ス ト を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 以 上 で 説 明 し た 実 施 形 態 は 一 例 で あ り 、 本 発 明 の 特 徴 を 損 な わ な い 範 囲 で あ れ ば
、 適 宜 、 形 状 や 密 封 対 象 物 等 を 変 更 し て も よ い 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 、 高 圧 ポ ン プ の
高 圧 室 ８ ４ を 密 封 す る 場 合 を 例 に 説 明 し た が 、 当 然 、 高 圧 空 間 を 密 封 す る 必 要 が あ る 他 の
機 器 に 適 用 し て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 シ ー ル 装 置 １ ４ の 本 体 部 材 の 径 方 向 断 面
を 略 コ 字 形 状 と し て い る が 、 高 圧 空 間 の 内 圧 を 受 け て 回 転 軸 ８ ２ へ の 接 触 圧 を 変 化 で き 得
る 形 状 で あ れ ば 、 当 然 、 他 の 形 状 で も よ い 。 例 え ば 、 高 圧 空 間 側 に 開 口 し た 略 Ｃ 字 形 状 や
、 高 圧 空 間 側 に 伸 び る 一 辺 を 備 え た 略 Ｌ 字 形 状 、 略 Ｚ 形 状 等 で も よ い 。 た だ し 、 略 Ｌ 字 形
状 の 場 合 は 、 ハ ウ ジ ン グ ８ ０ と の 間 に 充 分 な 接 触 圧 を 得 る た め に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 径
方 向 に 延 び る 部 位 の 幅 ｗ を 充 分 な 長 さ に す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る シ ー ル ベ ア リ ン グ の 使 用 形 態 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 シ ー ル ベ ア リ ン グ の シ ー ル 装 置 １ ４ 周 辺 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 無 負 荷 状 態 で の シ ー ル 装 置 の 大 き さ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 高 圧 室 の 内 圧 変 化 に よ る シ ー ル 装 置 の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 シ ー ル 装 置 の 他 の 形 態 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ 　 シ ー ル ベ ア リ ン グ 、 １ ２ 　 軸 受 、 １ ４ 　 シ ー ル 装 置 、 ２ ０ 　 回 転 レ ー ス 、 ２ ２ 　
固 定 レ ー ス 、 ２ ４ 　 玉 、 ３ ０ 　 本 体 部 材 、 ３ ２ 　 外 周 部 、 ３ ４ 　 側 面 部 、 ３ ６ 　 内 周 部 、
３ ８ 　 舌 部 、 ４ ０ 　 補 強 部 材 、 ４ ２ 　 上 辺 部 、 ４ ４ 　 側 辺 部 、 ４ ６ 　 下 辺 部 、 ５ ０ 　 接 触
点 、 ５ ２ 　 潤 滑 剤 、 ８ ０ 　 ハ ウ ジ ン グ 、 ８ ２ 　 回 転 軸 、 ８ ４ 　 高 圧 室 、 ８ ６ 　 外 部 空 間 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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